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ＩＮ 琵琶湖「松ノ浦海水浴場」 

活動日時： 7 月 12 日（日） 

活動プログラム： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜全体感想＞ 

 

午前 

集合・あいさつ 

おはようございます！今日は年に一

度の琵琶湖遊びだよ。内容は昨年と同じ

だけど、また違う楽しみがありそうだ

ね。一日たっぷり琵琶湖を堪能しよう！ 

グループ遊び 

＜前半＞ 

グループに分かれたら、何をするか考

えるよ。昨年に比べて、遊び道具は少な

いから、みんなで遊び方をより考えない

といけないね。考えた内容をやってみて

どうだった？どうすればもっと楽しい

遊びになるかな？ 

昼食 

お弁当を食べながら次にどんな遊び

をして楽しもうか考えているね。「あそ

び」からグループの輪が大きくなってき

ているよ。 

午後 

グループ遊び 

＜後半＞ 

午後は午前と違って、よりみんなが参

加できて、楽しめるあそびをしている

ね。グループ内で徐々に一人一人がみん

なのことを意識して考えているのがわ

かるよ。その想いがあればもっと楽しい

あそびができるはず！！ 

振り返り 

まったね～ 

今月は友達と楽しく「あそぶ」為に何

が必要だったかな？自分の楽しいと思

う気持ちをみんなに伝えることはでき

たかな？「伝える」って難しいね。 

今月は年に一度の水プログラムの月なので、おなじみの琵琶湖に行き、昨年同様に「自由遊び」をしてい

ただきました。普段の活動では、何かプログラムがあり、それに従って参加者同士で考えてもらい、行って

いくのですが、今月はゼロからのスタートなので、どうすればいいか困惑していました。「早く楽しみたい

けど、決めないと遊べない」というもどかしさから時にはイライラしている様子も伺えました。そんな状況

を打開してくれたのが昨年経験したメンバーです。昨年の活動から一年かけて様々な経験をし、そこから学

んだ内容をもとに、グループ内で沢山の意見を投げかけ、聞き、まとめようとしておられました。そのメン

バーも早く遊びたい気持ちは一緒だと思います。だからこそ、今の問題をどう切り抜けていけばいいかを考

え、自分なりに答えをだそうと頑張っておられました。これこそ活動における成長であり、意義だと感じま

した。時間が経過すると共にその考え方が周りにも反映し、気が付けば「楽しむ」為にみんなで考えておら

れました。こういった一人の行動がみんなに広がっていけることが何より嬉しいです。（竹中 哲郎） 


